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策定にあたって
〜市長インタビュー〜

泉南市内のお気に入り
スポットはありますか？

市長にとって「ええやん」と
思える泉南市の魅力は何ですか？Q Q

泉南市農業公園「花咲きファーム」内

にあるイングリッシュローズガーデン

です。世界有数の広さで、たくさんの種類のバ

ラが楽しめる「映える（ばえる）」スポットで

す。ローズガーデンにある店舗でローズグッズ

をゲットしたり、品種ごとに異なるバラの香り

を楽しむのもおすすめです。その他にも海辺の

「映える（ばえる）」スポットとして、SENNAN 

LONG PARK もおすすめです。関空を眺めなが

ら飲むコーヒーは最高ですよ！

まずは「人」ですね。まちに出ると気

軽に皆さんが声をかけてくれます。本

当に魅力的な方とたくさん出会えて毎日刺激を

もらっています。ちょっと都会でほどよく田舎

の「暮らし」の中で感じる魅力や、泉南市の海・山・

空などの「自然」、歴史ある街道や遺跡などの「文

化」の魅力も含めて常に新しい発見があります。

全国に泉南市の「ええやん」を発信することが、

私の役割の一つだと思っています。

A A

泉南市の 10年後の未来を創造して

「第６次泉南市総合計画」を策定します。

持続可能なまちづくりを目指し

つよくしなやかな泉南市へ

市民の皆様とともに泉南市を築いてまいります。

令和5年 6月

泉南市長　山本優真

これからのまちづくりで力を
入れたいことは何ですか？

市長から市民の皆さんへ
メッセージをお願いします。Q Q

住んでいる人が「幸せ」を実感できる

まちにしたいですね。自然が豊かで交

通の利便性が高いといった強みに加え、便利で

市民の暮らしの満足度が高い、「住み続けたい」

と思えるまちを目指します。それと私も子育て

中ですので、子育てを楽しめるまちになるよう、

当事者の目線で子育てや教育には特に力を入れ

ていきたいですね。また、関西国際空港のゲー

トウェイであることをいかして、企業誘致や投

資を促進するなど経済活動の好循環の実現によ

り、持続可能なまちを目指していきます。

泉南市で過ごしていると「ええやん」

と思う瞬間がたくさんあります。ひょっ

としたら、私も、市民の皆さんも気づいていない

魅力がまだまだたくさんあるかもしれません。そ

んな魅力を市民の皆さんと掘り起こしたり、さら

に磨き上げていきたいと思います。私と一緒に新

しい泉南市のまちづくりを楽しみましょう。

A A

2 3



いっぱい！
が

泉南
市には

ええやん



第 1 部　序論
１　計画策定の趣旨	
２　計画の構成・期間	
３　計画の策定体制	
４　社会的潮流	
５　泉南市の現状と課題

第 2 部　基本構想
１　まちづくりの視点	
２　目指すべき将来像	
３　まちづくりの方向	

第 3 部　基本計画
基本計画の見方
分野別政策 1　『ひと』を育てる・輝かせる
　施策１　人権尊重・平和・多文化共生
　施策２　男女平等参画・女性活躍
　施策３　子育て支援
　施策４　就学前教育・学校教育
　施策５　生涯学習・スポーツ・青少年健全育成
　施策６　歴史・文化
分野別政策 2　『しごと』を生み出す・にぎわいを創出する
　施策７　農業・漁業
　施策８　商工業
　施策９　観光
　施策 10　雇用
分野別政策 3　『くらし』を守る・快適にする
　施策 11　防災
　施策 12　防犯・交通安全・消費者トラブル対策
　施策 13　環境保全・脱炭素・エネルギー
　施策 14　道路・交通
　施策 15　下水道・生活環境・住まい
分野別政策 4　『健幸』を築く・つながりをひろげる
　施策 16　医療・健康
　施策 17　地域福祉・困窮者対策
　施策 18　高齢者福祉
　施策 19　障害福祉
総合的政策　『しくみ』をつくる・運営する
　施策 20　協働・コミュニティ
　施策 21　シティプロモーション
　施策 22　情報政策（ＤＸ）
　施策 23　行財政運営

第 4 部　資料編

8
8
9
10
12

34
36
42

48
50
50
52
54
56
58
60
62
62
64
66
68
70
70
72
74
76
78
80
80
82
84
86
88
88
90
92
94

CONTENTS

7

33

47

97

第 1 部
序論



序論 計画策定の趣旨 /計画の構成・期間 /計画の策定体制

序
論

基
本
構
想

基
本
計
画

資
料
編

　泉南市では平成 25（2013）年に第５次泉南市総合計画を策定し、「豊かな環境・支えあい　人を

大切にする泉南市～みんなで夢を紡ぐ　生活創造都市～」の実現に向け、子育て・教育環境の充実や

地域共生社会の構築、総合戦略に基づく地方創生の取組を市民の参画と協働を重視しながら進めてき

ました。

　この間、人口減少・少子高齢化、地震や豪雨、台風等の災害への不安の高まり、新型コロナウイル

ス感染症対策による新しい生活様式の実践やデジタル化の加速等、社会経済情勢は変化しており、市

民ニーズや行政に求められる役割も大きく変化しています。

　こうした状況を踏まえ、泉南市が市民にとって「いつまでも住み続けたいまち」であるために、暮

らしの満足度を高め、幸せを実感できるまちを市民と共に築いていくことで、定住による人口減少を

食い止め、持続可能なまちを目指すことが必要です。

　本市ではそれらを踏まえ、市民と行政が共有できるこれからのまちづくりの指針として、令和５

（2023）年度をスタートとする第６次泉南市総合計画（以下「本計画」という。）を策定します。

総合的かつ計画的な行政運営を行う指針。目指すべき将来像

及びまちづくりの方向性を示すもの。

基本構想で定めた将来像とまちづくりの方向性を実

現するための施策を示すもの。

基本計画に定めた施策を財政的な裏づけを

持って計画的に実施するため、毎年度の予算

等の指針とするもの。

1

2

計画策定の趣旨

計画の構成・期間

基本構想

基本計画

実施計画

▶計画の構成

第 1 部
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　本計画は、市民意識調査や市民ワークショップ等、市民の皆さまからの意見・アイデアを参考にし

ながら、行政内部の委員会等で計画内容をとりまとめ、総合計画審議会において審議し、市議会で議

決をいただくなど、協働により策定しました。

3 計画の策定体制

基本構想

基本計画

実施計画 実施計画 実施計画

令和
5 年度

2023

令和
6 年度

2024

令和
7 年度

2025

令和
8 年度

2026

令和
9 年度

2027

令和
10 年度

2028

令和
11 年度

2029

令和
12 年度

2030

令和
13 年度

2031

令和
14 年度

2032

市長

策定委員会

市民参画

市民意識調査

市民ワークショップ

せんなん子ども会議 第5次総合計画評価・検証

パブリックコメント

職員ワーキンググループ

職員参画

議会総合計画審議会
諮問 提案

答申 議決

《基本構想案・基本計画案決定》

▶計画の期間
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序論 社会的潮流

序
論

基
本
構
想

基
本
計
画

資
料
編

4 社会的潮流
　これからのまちづくりを考える上で、本市に影響を及ぼすと考えられる全国的な社会の潮流につい

て整理します。

■日本の人口は令和 35（2053）年に１億人を

下回ると推計されている。

■令和７（2025）年には団塊の世代が後期高

齢者（75 歳以上）に達する。

■各自治体で移住・定住促進や関係人口・交流

人口増加に向けてまちの魅力を向上させ、発

信する取組が進められている。

■持続可能な開発目標－ SDGs※は「誰一人取

り残さない持続可能で多様性と包摂性のある

社会」の実現を目指している。

■ SDGs は、経済、社会、環境を巡る幅広い課

題への国際社会の目標としてあらゆる主体の

取組が求められている。

※新しい生活様式：感染症の拡大を防止するため、厚生労働省が公表した行動指針。日常生活（移動、買物や食事、働き方等）で実践すべきこととして、
３密（密集・密接・密閉）の回避や、テレワーク、オンライン会議等が公表された。

※ SDGs：17 の目標、169 の達成基準、232 の指標からなる持続可能な開発のための国際的な開発目標。

■自然災害が激甚化・頻発化し、暮らしの安全

確保が大切な要素となっている。

■防災・減災には自助・共助・公助の取組とと

もに、デジタル化や地域防災力を高めるハー

ド・ソフト一体の取組が必要とされている。

■感染症対策や健康への意識が高まっており、

感染リスクを抑えつつ生産性を向上する「新

しい生活様式※」が必要とされている。

人口減少、少子高齢化の進行

持続可能な地域づくりの推進

安全・安心への意識の高まり

■国では温暖化への対応を成長機会と捉え、脱

炭素化による「経済と環境の好循環」の創出

を目指している。

■行政活動はもちろん、民間の事業活動や市民

生活でも脱炭素社会に向けた取組の推進が求

められている。

※デジタルトランスフォーメーション（DX）：情報通信技術の浸透により、人びとの生活をあらゆる面でよりよい方向に変化させること。
※脱炭素社会：地球温暖化の原因と考えられる二酸化炭素等の温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする社会のこと。国では「2050 年カーボンニュート

ラル」の実現を目指すことを宣言し、再生可能エネルギーの拡大や省エネルギーの促進等に取り組んでいる。

■ロボットや自動運転等の技術革新の進展によ

り産業構造が転換し、労働力不足を補う可能

性がある。

■デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）※

の推進により、さらに便利で安全・安心なま

ちづくりが期待される。

■人口減少や人口構造の変化、自治会加入率の

低下等により地域コミュニティの活力が低下

している。

■見守りや近隣の助け合い等、地域のつながり

の大切さが再認識され、市民参画・協働のま

ちづくりが求められている。

脱炭素社会※に向けた取組の推進

技術革新による時代の変化

協働のまちづくりの必要性の高まり

10 11



序論 泉南市の現状と課題

序
論

基
本
構
想

基
本
計
画

資
料
編

5 泉南市の現状と課題

■関西国際空港まで最短 15 分の良好なアクセス

■市内４駅（JR 阪和線和泉砂川駅・新家駅、南

海電鉄南海本線樽井駅・岡田浦駅）、高速道路

（阪和自動車道泉南 IC）による大阪、和歌山

方面とのアクセス

■地域子育て支援センターやママサロン等、子

育て家庭の交流・相談の場が充実

■子どもの医療費助成等、妊娠・出産・医療等、

様々な制度による支援

■公立、私立合わせて保育所（園）・認定こど

も園８か所、幼稚園３か所

広域交通アクセス 教育・子育て支援

（１）地勢と特徴
　大阪都心部から 40 ～ 50km にあり、北西部は大阪湾に面し、海、山の豊かな環境に恵まれていま

す。市域には関西国際空港の約３分の１を含み、鉄道・高速道路による広域的な交通アクセスに優れ、

りんくうタウンにはショッピングセンターが立地するほか、製造・加工関係の事業所等が集積してい

ます。

■泉南りんくう公園（SENNAN LONG PARK）

や泉南市農業公園「花咲きファーム」等のレ

ジャー施設

■りんくうタウンのショッピングセンター等、

便利な買い物場所

■航空貨物や機内食等、空港関連産業、繊維産

業や製造業等

■地域住民と行政の協働による地域の新たな交

流・つながりの再生

■子どもから大人まで安心して暮らすことがで

きる地域共生社会の実現に向けた取組

生活環境・産業 地域づくり
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序論 泉南市の現状と課題

序
論

基
本
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想

基
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資
料
編

0%

平成2年
（1990）

平成7年
（1995）

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

令和2年
（2020）

20% 40% 60% 80% 100%

19.9

17.5

16.9

16.7

16.0

14.3

12.5

70.4

70.7

68.4

64.7

61.3

57.9

56.9

9.7

11.7

14.4

18.6

22.6

26.9

29.6

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

0 平成2年
（1990）

平成7年
（1995）

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

平成22年
（2010）

平成27年
（2015）

令和2年
（2020）

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000
（人）

60,065 61,688 64,152 64,683 64,403 62,438 60,102

（２）統計からみる現状

①人口の状況

■人口の推移

■年齢3区分別人口比率の推移

　人口や産業、財政状況等に関する経年的な統計データから泉南市の現状を整理します。

総人口は平成 17（2005）年を

ピークに減少傾向へ転換

高齢化率（老年人口比率）は

30 年間で 3 倍以上

資料：国勢調査

資料：国勢調査
※年齢不詳を含むため、割合の合計は 100.0％にならない。

令和 2（2020）年の総人口は、

30 年前の人口と同水準

01,0002,0003,000 0 1,000 2,000 3,000

85歳以上 1,724810
80～84歳 1,5401,196
75～79歳 2,1611,783
70～74歳 2,5672,161
65～69歳 2,0521,782
60～64歳 1,6531,496
55～59歳 1,9001,871
50～54歳 2,1002,090
45～49歳 2,5522,265
40～44歳 1,7741,789
35～39歳 1,4951,443
30～34歳 1,3211,273
25～29歳 1,2641,377
20～24歳 1,5741,587
15～19歳 1,7081,677
10～14歳 1,4331,462
5～9歳 1,2051,309
0～4歳 1,0091,094
（人）

【男性】 【女性】

■人口ピラミッド（令和2（2020）年）

人口に関する現状のまとめ

●総人口（国勢調査）は平成 17（2005）年の 64,683 人をピークに減少に転じ、令和２（2020）

年では約 60,000 人と 15 年間で約 5,000 人減り、30 年前の人口と同水準になっている。

●年少人口の割合は、平成２（1990）年で約 20％だったものが令和２（2020）年では

12.5％となっており、反対に高齢化率は約 10％だったものが 30％にまで上昇しており、

人口構造が大きく変化している。

●人口ピラミッドでは、15 ～ 24 歳と比べ、25 ～ 34 歳が少なくなっており、進学・就職等

による若年層の流出の影響がうかがえる。

●団塊世代が 75 歳以上を迎える時期となっており、要介護認定者等、支援を必要とする人

が増えることが予測される。また、団塊ジュニア世代の 45 ～ 49 歳が多く、約 30 年後に

も同様の課題に備える必要がある。

人口減少をできるかぎり緩やかにするとともに、これからの人口規模・
人口構造に応じたまちづくりが必要

人口減少の中でも子ども・若者の割合を保っていくためのまちづくりが
必要

資料：国勢調査

団塊世代が後期高齢者と

なる時期を迎えている

30 年 後 に は 団

塊ジュニア世代

が後期高齢者と

なる
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序論 泉南市の現状と課題
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-215
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-189

②人口動態の状況

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査

資料：住民基本台帳移動報告

■自然増減・社会増減の推移

平成 22（2010）年以降、自然

増減、社会増減ともにマイナス

が続いている
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■転入超過・転出超過の年齢構成（令和元（2019）年）

子育て世代での転出超過の緩和

就職等による 20 代での転出超

過。男性の方が多い

大学進学等による 10 代後半で

の転出超過

1.25
平成10年～14年

泉南市 全国

平成15年～19年 平成20年～24年 平成25年～29年

1.35

1.45

1.55

1.65 1.61

1.49
1.51

1.53

1.43

1.38

1.31

1.36

■合計特殊出生率※

※合計特殊出生率：15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの。1 人の女性が一生の間に出産する平均の子ども数とみなされる。
※希望出生率：若い世代の結婚や出産の希望がかなったときの出生率の水準。国の実施した調査の結果から、夫婦が予定する子どもの数（2.07 人）に

離婚等を勘案し、1.80 と想定している。

人口動態に関する現状のまとめ

●平成 22（2010）年以降、人口の自然増減、社会増減共にマイナスが続いており、ここ数

年では自然減が増加傾向となっている。

●転出超過は 20 ～ 24 歳で最も多く、就職等による流出が大きいことがうかがえる一方、

30 代では転出超過が緩和している。

●合計特殊出生率は全国より高い水準で推移しているが、希望出生率※である 1.80 から下回っ

ており、子どもを産み、育てたい人が希望する子どもの数と実際の出生数がかい離している。

若い世代が住み続けたい、帰ってきたいと思えるまちづくりが必要

子どもを産み、育てたい人の希望をかなえる支援や環境づくりが必要

資料：人口動態統計特殊報告

全国より高い水準で

推移している
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③産業の状況

■産業構造（就業者割合）

■農業生産額 ■海面漁獲物等販売金額平 成 29（2017） 年 を

ピークに減少傾向

資料：国勢調査

資料：農林水産省「漁業センサス」再編加工資料：農林水産省「市町村別農業産出額（推計）」

0%

平成12年
（2000）

平成17年
（2005）

平成22年
（2010）

平成17年
（2015）

令和2年
（2020）

20% 40% 60% 80% 100%

第1次産業 第2次産業 第3次産業

31.2

3.0

2.9

2.8

2.8

2.7

27.8

26.1

25.7

24.9

65.9

69.3

71.1

71.5

72.4

0 平成
26年
（2014）

平成
27年
（2015）

平成
28年
（2016）

平成
29年
（2017）

平成
30年
（2018）

令和
元年

（2019）

令和
2年

（2020）

189
214

232 237
214

182 193

50

100

150

200

250
（億円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

平成
30年
（2018）

平成
25年
（2013）

平成
20年
（2008）

29,000

21,600

30,050

（万円）

※第 1次産業：農業、林業、漁業等。
※第 2次産業：製造業、建設業、鉱業等。
※第 3次産業：商業、金融業、不動産業、運輸通信業等。

第 3 次産業の割合が上昇傾向

■製造品出荷額

■商品販売額

本市の製造業の主な産業分類は「食

料品製造業」「繊維工業」「プラス

チック製品製造業」で、製造品出

荷額は増加傾向が続いている

資料：経済産業省「工業統計調査」

　　　総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」

資料：経済産業省「商業統計調査」　総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」

●産業別の就業者数では第３次産業の割合が上昇し続けており、第２次産業の割合が低下し

ている。

●農業生産額は平成 29（2017）年をピークに減少傾向となっている一方、製造品出荷額は

増加傾向となっている。

●海面漁獲物等販売額、商品販売額は年によってばらつきが大きい。

農業生産額は減少傾向にあり、担い手の確保と共に、ブランド化などに
よる付加価値の創造と生産性の向上を図ることが必要

従事者割合は低下しているものの、本市の産業の中では製造品出荷額が
大きく、雇用の場の確保の観点からも企業誘致や事業者への支援が必要

産業に関する現状のまとめ

平成
26年
（2014）

平成
27年
（2015）

平成
28年
（2016）

平成
29年
（2017）
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30年
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（億円）

781 826 846 890
939 935

0

200

400

600

800

1,000

（億円）

平成16年
（2004）

平成19年
（2007）

平成24年
（2012）

平成26年
（2014）

平成28年
（2016）

卸売業

小売業
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④市の財政状況

■市民一人当たりの借金（市債）

■市民一人当たりの貯金（基金）

資料：大阪府　市町村なんでもランキング

●市民一人当たりの借金（市債）は減少傾向、市民一人当たりの貯金（基金）は増加傾向と、

財政状況は改善に向かっているものの、大阪府市町村平均、類似団体平均と比較して、厳

しい状況が続いている。

人口減少が続く中で、計画的な行財政運営や、自主財源の確保による財政の
健全化が必要

公共施設の統廃合、複合化などを行い、財政負担の平準化や事業の選択と集
中が必要

財政に関する現状のまとめ

※類似団体：人口と産業構造により設定された類型により、全国の市区町村を大都市、特別区、中核市、特例市、都市、町村ごとに団体を分別したもの。

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

（千円）

泉南市

類似団体平均

大阪府市町村平均

447.0 453.6

473.3 470.2 462.1

358.7 357.5 349.3 352.0
361.3

467.5
457.5

443.1
432.6 426.5

300.0

350.0

400.0

450.0

500.0

平成 30（2018）年度以降、減少に転じているが、大阪府

市町村平均や類似団体※平均よりも高い水準で推移している

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0
（千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

55.8
53.3

56.2 66.2

75.168.2
73.0 74.3 75.6

78.8

87.2
83.8

86.3
89.9

92.9

泉南市

類似団体平均

大阪府市町村平均

改 善 傾 向 に あ る が、

大阪府市町村平均や

類似団体平均よりも

低い

調査対象者

調査方法

市民

市民

市民

小中学生

小中学生

小中学生

（３）市民ニーズ
　定住意向や、施策に対する満足度、重要性等、これからのまちづくりの方向等、泉南市民のニーズ

から見える現状の一面として整理します。

3,000 人（市内在住の 18 歳以上の市民から無作為抽出）

調査票による本人記入方式（郵送配布・回収、WEB 回答）

市内小中学校に通学している小学校５年生、中学校２年生全員

学校を通じた WEB 回答

①市民意識調査結果概要

配布数（A） 有効回収数（B） 有効回収率（B/A）

1,112
小 5：567　中 2：545

1,0693,000

968

35.6％

87.1％

■泉南市の住みやすさ

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

令和3年調査
（N=1,069）

平成22年調査
（N=1,327）

22.6 12.3

18.0 16.2

14.3

15.8

3.5

4.1

1.1

1.7

1.1

1.7

1.6

1.3

44.5

42.8

住みよい まあまあ住みよい あまり住みよいとはいえない

住みにくい どちらともいえない わからない

不明・無回答

『住みよい（「住みよい」と「まあまあ住みよい」の合
計）』は 67.1％と、10年前よりも 6.3 ポイント増加

市民
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■泉南市への定住意向

■住み続けたい理由の上位項目

■住み続けたくない理由の上位項目

令和3年調査
（N=1,069）

平成22年調査
（N=1,327）

1.3

1.6

ずっと住み続けたい できれば住み続けたい できれば住み続けたくない

住み続けたくない どちらともいえない わからない

不明・無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

24.5

23.4

39.9

38.5

8.5

7.7

3.23.2

2.02.0

4.94.9

3.53.5

17.8

23.4

0％ 20％ 40％ 60％

山や海岸、農地など、
自然環境が身近にある

50.6
48.8

36.2

33.4
40.2

30.8
29.8

26.7
21.8

18.3
16.3

29.4
買い物など、

日常生活が便利

現在住んでいる
ところに愛着がある

近所に親・親戚または
友人が住んでいる

住宅のまわりの
住環境が良い

上下水道やごみ収集など、
生活環境が良い

令和3年調査
（N=688）

平成22年調査
（N=821）

0％ 20％ 40％ 60％

51.2
49.2

39.2
32.8

30.4
31.3

19.2
11.7

17.6
18.0

17.6
21.1

通勤・通学など、
交通が不便

買い物など、
日常生活が不便

福祉施設や
医療機関が不安

身近に働ける（働いている）
ところがない

住宅のまわりの
住環境が悪い

子どもの教育環境や
子育て環境が悪い

令和3年調査
（N=125）

平成22年調査
（N=128）

自然環境や日常生活の便
利さ、住んでいる地域へ
の愛着の割合が高い

交通や買い物、福祉・医
療などへの不満や不安の
割合が高い

市民

市民

市民

『住み続けたい（「ずっと住み続けたい」と「できれば
済み続けたい」の合計）』は64.4％と10年前よりも2.5
ポイント増加

■泉南市への定住意向

■住み続けたい理由の上位項目

■住み続けたくない理由の上位項目

小学5年生
（N=529）

中学2年生
（N=439）

ずっと住み続けたい 大学進学や就職で一度離れても、いつかは泉南市にもどって住みたい

住み続けたくない わからない 不明・無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

24.6

8.0

39.9 7.2

20.0 20.7

28.4

49.2

0.0

2.1

小学生では『住み（続け）たい』が 64.5％と大人
と同程度だが、中学生では 28.0％と顕著に低い

14
20

2

5
8
8

7
3

6
0

6

13

13
1

違うところに住みたいから

都会に住みたいから

何もないから

田舎だから

やりたいこと（夢）がある

落ち着いて住めないから

便利なところが良いから

（件）
0 5 10 15 20 25

小学生
（N=38）

中学生
（N=91）

96
35

41
17

50
3

5

8

8

6

31

27

19

15

生まれ育ったまちだから・
慣れているから
住みやすいから・
落ち着くから

友達や知り合いがいるから

自分の家・実家があるから

自然があるから・
田舎だから

泉南市が好きだから

楽しいから

0 20 40 60 80 100
（件）

小学生
（N=341）

中学生
（N=123）

小学生では生まれ育った
まちへの愛着や、人間関
係から住み続けたいとの
回答が多い

中学生では都会や便利な
暮らしへの憧れから、住
み続けたくないとの回答
が多い

小中学生

小中学生

小中学生
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■施策の満足度・重要性の相対的な位置づけ

（満足度について「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」の回答各１件につき、それぞれ５点・４点・３点・２点・１
点とし、件数との積を求め、これらを総件数で割った加重平均点数を算出。重要性について「重要」「やや重要」「普通」「あま
り重要でない」「重要でない」の回答各１件につき、それぞれ５点・４点・３点・２点・１点とし、件数との積を求め、これら
を総件数で割った加重平均点数を算出。）

2.6 2.7 2.8 2.9 3.0 3.1 3.2
3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

4.1

4.2

防災・消防

防犯・交通安全

福祉 教育

生涯学習・青少年健全育成

男女参画

平和・人権・多文化共生

農業・漁業

歴史・文化

参画・協働・コミュニティ

観光

エネルギー

製造業・企業誘致

行財政運営

自然環境保全

インフラ・交通・景観

医療・健康

雇用・労働

商業・サービス業

子育て支援

今後の重要性が高く、
満足度も高い

今後の重要性が低く、
満足度は高い

今後の重要性が高く、
満足度は低い

今後の重要性が低く、
満足度も低い

満足度

今
後
の
重
要
性

満足度平均
2.90

重要性平均
3.67

■施策の満足度の相対的な位置づけの変化

上
位
項
目

平成 22 年調査（全 45 項目） 令和 3 年調査（全 20 項目）

農業・漁業

福祉

商業・サービス業

平和・人権・多文化共生

防犯・交通安全

自然環境保全

教育

防災・消防

製造業・企業誘致

男女参画
参画・協働・コミュニティ

生涯学習・青少年健全育成

行財政運営

歴史・文化

エネルギー

雇用・労働

子育て支援

観光

インフラ・交通・景観

医療・健康

〇消防・救急体制の充実
〇広報・広聴の充実
〇生涯スポーツの振興
〇水産業の振興
〇歴史的資産の保全と活用
〇環境問題への取り組み
〇防犯対策の充実
〇人権尊重社会の実現

〇子育て支援の充実
〇情報基盤の整備
〇農林業の振興
〇青少年健全育成の推進
〇生涯学習推進体制の充実
〇防災体制の強化
〇都市景観の創出
〇市民文化活動の振興

〇商業の振興
〇生活保護制度の適切な運用
〇行政運営の活性化
〇広域行政の推進
〇良好な住環境の整備
〇河川・上下水道の整備
〇保険・年金の充実
〇工業の振興
〇市街地の整備

〇水・緑の保全と活用
〇地域福祉の推進
〇公共交通機関の整備と交

通安全対策
〇男女共同参画社会の実現
〇ボランティア団体・NPO

との協働
〇障害者福祉の充実
〇多文化共生社会の実現

〇消費生活の充実
〇高齢者福祉の充実
〇保健・医療の充実
〇公園・緑地の整備
〇国際交流等の推進
〇市民参加の推進
〇観光・レクリエーション

の振興

〇バリアフリー・ユニバーサ
ルデザインのまちづくり

〇労働生活の充実
〇道路の整備
〇健全な財政運営
〇幼児教育・義務教育の充実
〇広域交流軸の形成と拠点

地区の整備

中
位
項
目

下
位
項
目

※平成 22 年調査と令和３年調査では、設問項目を整理しているため、全項目を上位・中位・下位に区分して、関連が深いと思われる項目
の位置づけの移動に着目して比較している。

教育・子育て、参画・

協働・コミュニティ

の満足度順位が向上

福祉、防犯・交通安全・

防 災・ 消 防、 エ ネ ル

ギー・自然環境保全の

満足度順位が低下

24 25



序論 泉南市の現状と課題

序
論

基
本
構
想

基
本
計
画

資
料
編

市民意識からみる現状・第5次総合計画の総括

≪定住意向について≫
●泉南市は『住みよい』と回答した人は 67.1％と 10 年前と比べ多くなっている。

●市民の『住み続けたい』理由は、自然環境や日常生活の便利さに関する項目が多く、特に（堺

阪南線より）海側の地域に住んでいる人では買い物などの便利さを感じている人が多い。

●市民の『住み続けたくない』理由は、交通や買い物、福祉・医療施設の利用などの利便性

に関する項目が多く、特に（国道 26 号より）山側の地域に住んでいる人では買い物など

に不便を感じている人が多い。

●小学生ではまちへの愛着から『住み続けたい』が多いのと比べ、中学生の『住み続けたい』

が顕著に低く、その理由をみると、都会や便利な暮らしへの憧れがうかがえる。

≪施策満足度が高い項目について≫
● 10 年前と比較して、「教育」「参画・協働・コミュニティ」「子育て支援」について、満足

度の相対的な順位が向上している。

●子育て支援事業の充実や、教員の指導力向上や教育施設の保全、登下校の見守りなど安心

して教育を受けられる環境づくりなど、子育て・教育への取組の成果がうかがえる。

●市民が主体的に参画するまちづくりに向け、行政情報の周知や、各種イベント・講座の開

催など、市民協働のきっかけづくりとなる取組の成果がうかがえる。

● 10 年前と比較して、「農業・漁業」「平和・人権・多文化共生」「男女参画」「歴史・文化」

について、満足度の相対的な順位が高いまま推移している。

日常の移動や買い物、通院など、生活利便性の確保が定住意向に与える
影響が大きくなっており、安心して住み続けられる環境づくりが必要

泉南市に対する誇りや愛着の醸成による、将来的な流出抑制、Uターン促進
が必要

特に若年層が住み続けたいまちとなるため、子育て・教育の充実を図る
取組のさらなる強化が必要

市民協働に関する取組が地域に定着しつつあり、参画の場の確保だけでな
く、市民公益団体等の主体的な取組への推進が必要

特産品や歴史・文化資源の有効活用や、若い世代を含めた人権意識の浸透
や、地域における男女参画・女性活躍などに取り組むことが必要

≪施策満足度が低い項目について≫
● 10 年前と比較して、「福祉」「防犯・交通安全」「防災・消防」「エネルギー」「自然環境保全」

について、満足度の相対的な順位が低下している。

●高齢化の進行により、保健・医療・福祉に関するニーズが高まっていることがうかがえる。

●大規模自然災害の発生や犯罪や交通事故への不安など、安全・安心を求めるニーズが高まっ

ていることがうかがえる。

● SDGs や脱炭素社会などの国際的な動向を踏まえ、地球にやさしい暮らし方を求めるニー

ズが高まっていることがうかがえる。

● 10 年前と比較して、「商業・サービス業」「製造業・企業誘致」「雇用・労働」「インフラ・

交通・景観」「行財政運営」について、満足度の相対的な順位が低いまま推移しており、『住

み続けたくない』理由とも共通している。

医療や福祉サービスの充実を図るとともに、地域の支え合い、助け合いに
より誰もが自立した生活を継続できる地域共生社会づくりの推進が必要

ハード、ソフト両面から、災害に強い安全・安心なまちづくりや犯罪や交
通事故の発生を未然に防ぐ地域づくりが必要

市民が大切にしている良好な自然環境の保全や、市民生活や企業活動を通
じたエネルギー対策が必要

多様な働く場の確保、安定的な行財政運営に取り組むことが必要
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②市民ワークショップ結果概要

　市民（16 名）と市職員（18 名）が参加した「まちづくりワークショップ」では、まちづくり分野

ごと５つのグループに分かれ、これからの泉南市のまちづくりについて話し合いました。（市民は市

民意識調査回答者のうちワークショップ参加希望者から選出。）

■市民の想い、意見

新鮮な野菜・魚がある

観光を仕掛ける
市民を育成する

自主防災組織で
助ける仕組をつくる

国際空港が
近くて便利

ロングパーク・
商業施設など、

人が集まる場所が多い

広報・PRの方法を
工夫・改善した方がよい

飲食店を
増やしたい

高齢者、子どもが
安心して移動できる
手段を考え直す

市民の収入
を増やす

3世代同居への
支援で流出抑制

理想の泉南市

若者を支える
大人を育成する

幅広い年齢層が参加できる
ボランティアの促進

人間関係が
あたたかい

行事、祭り、人と
人とのつながり

泉南市のいいところ これから必要なこと

■グループごとに検討した目指す姿

グループ

産業グループ
（農業、漁業、商工業、雇用 等）

自然と産業の共存

枠を越えた　人と人との交流

人が育ち、住みつづけたいまち

地域力をいかした安全安心な町づくり
共に守ろう！ずっと住み続けたいまち、せんなん！

市民全体で仕掛ける観光まちづくり

福祉・健康グループ
（高齢者福祉、障害福祉・子育て、地域福祉、保健・医療 等）

住環境・教育・歴史グループ
（学校教育、生涯学習、スポーツ、歴史・文化、都市整備、移住・定住 等）

防災・防犯グループ
（防災・防犯、消防・救急、消費生活 等）

観光・自然環境グループ
（観光、自然環境 等）

目指す姿

28 29



序論 泉南市の現状と課題

序
論

基
本
構
想

基
本
計
画

資
料
編

③せんなん子ども会議結果概要

　『泉南市子どもの権利に関する条例』の第５条で定められた、子どもたち（小学４年生～ 18 歳）が

集まるせんなん子ども会議では、10 年後の泉南市を想像しながら、子どもたちが主体的に話し合い、

「未来新聞」を作成しました。

■子どもたちの想い、意見

地震や災害があったときに
同時に知らせてほしい

コロナがなくなって
幸せのある世界に

火事を少なく
してほしい

横断歩道があるところに
信号をつけてほしい

楽しいところを
いくつもつくってほしい

東小学校のような
自然豊かな学校を
増やしてほしい

みんなに幸せが
ある泉南市

みんなが楽しく
すごせる泉南市

理想の泉南市

みんなが仲良く
なれる泉南市

みんな元気・笑顔が
みせられる泉南市

大きい公園を
増やしてほしい

安心・安全のこと 学び・遊びのこと

今の平和が
続いてほしい

●先端技術を活用したロボット等が生活に浸透

し、より便利で快適に、犯罪や交通事故の危険

性も少なく安全なまちになっている。

●バリアフリー化や各種支援制度充実により、子

どもから高齢者まで、障害の有無に関わらず誰

一人取り残さない社会が実現している。

●カーボンニュートラル実現や再生可能エネル

ギー導入等、環境に配慮した暮らし方が浸透し、

身近に緑を感じられ、自然と共に暮らせるまち

となっている。

●子どもと地域のつながり、人と人との交流等、

ぬくもりある人間関係が構築された地域コミュ

ニティが形成されている。

●身近な買い物場所（方法）が確保され、多様な

レジャーや交流を市内外で楽しむことができる

など、みんなが幸せを感じられるまちとなって

いる。

●まちづくりには子どもをはじめ市民が関わり、

遊び場や憩いの場がデザインされるなど、市民

協働・公民連携が進んでいる。

●子どもの安全、健やかに育つ環境が確保され、

希望する仕事を見つけたり、可能性を高めるサ

ポートが充実し、活躍する人材が育つ環境と

なっている。

■子どもたちが描いた泉南市の未来の姿
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